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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　４月　３０日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　相間野　雪枝　　記録者　藤田　タイ子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞　

· 4/30～5/1のオムツ発注について、業者が連休に入るので、オムツの発注はしないで下さい。

連休分のオムツは、介護訓練室にあります。

· ゴールデンウィーク中の外泊分の薬について、定期薬は5日（火）までしかありません。帰院日が6日以降の患者様分は、事前に薬局から薬をもらって来るようにして下さい。

· ５月分の日誌について、そのまま印刷できるように修正してあります。

しかし、日付け、曜日は入れてないので、必ず入れてから印刷・回覧して下さい。

＜皮膚科変更者＞

・中川原　きよ様～北村皮膚科受診したため、当院は終診となっています。

・西沢　正様～腹部・両下肢へ発赤見られています。　デルモゾールＧ軟膏　1回／日

＜患者様連絡事項＞
・北山　和子様～風邪症状続いていることから、本日、ツムラ葛根湯　3日分（症状改善されれば飲みきり止めの予定）へ変更となっています。食前薬ですが、拒否などある場合は食事中でもかまわないとのことです。夜間中途覚醒見られ、服薬調整も行っています。

風邪症状に加え、睡眠状態・精神状態の観察をしていきましょう。

· 谷内　愛子様～感冒症状継続して聞かれることから、ツムラ葛根湯　本日夕～2日分　　　　　

処方となっています。

風邪症状に加え、睡眠状態・精神状態の観察をしていきましょう。

・山田　典子様～昨夜、38.9℃の発熱がみられています。本日午後、インフルエンザテストの指示があります。結果により、感染対策をしっかりしていきましょう。
＜褥瘡評価・検討＞

· 上村　昭悟郎様～以前、仙骨部に表皮剥離が見られていました。

現在、剥離はないですが、排泄により汚染されたり、糖尿病、食事摂取量のムラなどもあることから、ハイリスクが考えられます。

今後も、陰部の清潔の保持、車椅子時の良体位保持、夜間時の体位交換など行っていきましょう。

食事摂取状況については栄養士へ情報提供し、今後の形態を検討していくこととしています。
・大沢　とくゑ様～現在、褥瘡はありませんが最近、自力体動が少なくなっているので、日中・夜間とも褥瘡形成しないよう、ケアに努めましょう。

＜ＮＣＰ評価・検討＞

· 前川原　勝美様～昼夜逆転傾向、歩行時のふらつきあり、見守り、介助要しています。

　　　　　　　　　　最近、風邪症状あることから、風邪薬も服用していたこともあり、　

　　　　　　　　　　処方をやめて様子もみることとしています。今後も転倒などないように介入していきましょう。

＜生活機能回復訓練の書式について＞

プログラム書式について、現在プログラムの入力を、旧・新と２種類打ち込んでいましたが、５／１より新書式のみとなります。

打ち込みは、今まで通り当日中に行って下さい。







